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平成 27年６月１日 

 

各 位 

 

愛媛県松山市南江戸四丁目３番 37号 

株 式 会 社 レ デ イ 薬 局 

代 表 取 締 役   三 橋  信 也 

 （JASDAQ・コード３０２７） 

問い合せ先  経営企画室長 巽 英樹 

電話番号 ０８９－９１７－８０００ 

 

 

平成 28年２月期配当予想の修正及び株主優待制度の廃止に関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、本日公表いたしました「株式会社ツルハホールディング

スによる当社株式に対する公開買付け（第二回）に関する意見表明のお知らせ」に記載の株式会社

ツルハホールディングス（以下「ツルハＨＤ」といいます。）による当社の普通株式（以下「当社

株式」といいます。）に対する公開買付け（平成 27 年６月２日を公開買付けの買付け等の期間の

初日とするもの。以下、「第二回公開買付け」といいます。）が成立することを条件に、①平成 27 

年８月 31 日現在の株主名簿に記載された株主の皆様に対する剰余金の配当（中間配当）を行わな

いこととし、平成 28 年２月 29 日現在の株主名簿に記載された株主の皆様に対する剰余金の配当

（期末配当）については未定とすること、及び②平成 28 年２月 29日を権利確定日とする株主優待

より株主優待制度を廃止することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 配当予想修正の理由 

 当社は、本日開催の取締役会において、第二回公開買付けについて賛同の意見を表明すること、

当社株式を保有する株主の皆様に対しては第二回公開買付けに応募することを推奨する旨の意見を

表明することを決議いたしました。なお、当該意見の表明に係る当社の取締役会決議は、ツルハＨ

Ｄ及び株式会社フジ（以下「フジ」といいます。）が当社の発行済株式の全てを取得する手続（以

下「スクイーズアウト」といいます。）を実施し、当社に対するフジの議決権保有比率を 49％及び

ツルハＨＤの議決権保有比率を 51％とするための一連の取引（以下「本取引」といいます。）を行

うことを企図していること、並びに当社株式が上場廃止となる予定であることを前提として行われ

たものです（詳細は、本日公表いたしました「株式会社ツルハホールディングスによる当社株式に

対する公開買付け（第二回）に関する意見表明のお知らせ」をご参照ください。）。 

 当社はこれまで、諸策を通じた株主の皆様の利益拡大を経営の最重要課題の一つとして認識し、

財務状況と業績に応じた適切な剰余金処分を継続的に実施することを基本方針としてまいりました

が、上記の理由から、第二回公開買付けが成立することを条件に、平成 27 年８月 31 日現在の株
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主名簿に記載された株主の皆様に対する剰余金の配当（中間配当）を行わないこととし、平成 28

年２月 29 日現在の株主名簿に記載された株主の皆様に対する剰余金の配当（期末配当）について

は本取引の今後の経緯に鑑み検討すべき課題であることから未定とすることを決議いたしました。

したがって、平成 28 年２月期の配当予想を修正いたします。 

 

2. 修正の内容 

 １株当たり配当金 

第２四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想 

(平成 27年４月 13日発表) 

 4.00  4.00  8.00 

今回修正予想  0.00 未定 未定 

当期実績    

前期実績 

(平成 27年２月期) 

 4.00  4.00  8.00 

 

3. 株主優待制度の廃止について 

 当社は、本日開催の取締役会において、第二回公開買付けが成立することを条件に、平成 28 年

２月 29 日を権利確定日とする株主優待より株主優待制度を全て廃止することを決議いたしまし

た。これにより、平成 27 年２月 28 日現在の株主名簿に記載された 100 株以上保有の株主の皆様

に対し、平成 27 年５月下旬に贈呈申し上げました「株主優待カード」、及び平成 27 年２月 28 日

現在の株主名簿に記載された 500 株以上保有の株主の皆様に対し、平成 27 年７月下旬に贈呈予定

の「株主優待券」又は商品をもちまして、当社の株主優待制度は廃止されることになります。 

 なお、平成 27 年５月下旬に当社の株主の皆様に贈呈いたしました「株主優待カード」及び平成

27 年７月下旬に贈呈予定の「株主優待券」につきましては、第二回公開買付けが成立した場合で

あっても、その有効期間内は引き続き利用可能となっております。 

（「株主優待カード」及び「株主優待券」は平成 28 年５月 31 日まで利用可能となっておりま

す。） 

以 上 

 


